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会議録第２５号 

第２５回（定例）北はりま消防組合議会会議録 

                              平成２９年１０月１６日 

                              開会 午前１０時００分 

 

１ 議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 会期の決定 

 第３ 認定第１号 平成２８年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件 

 第４ 第５号議案 加東公平委員会からの脱退の件 

 

２ 会議に付した事件 

  議事日程どおり 

 

３ 出席議員（７名） 

  １番 村 井 正 信 君 

  ２番 原 田 久 夫 君 

  ３番 長谷川 勝 己 君 

  ４番 清 水 俊 博 君 

  ６番 植 田 通 孝 君 

  ７番 大 畑 一千代 君 

  ８番 笹 倉 政 芳 君 

 

４ 欠席議員（１名） 

  ５番 高 橋 博 久 君 

 

５ 説明のため出席した理事者（２２名） 

  管理者 

   加 東 市 長  安 田 正 義 君 

  副管理者 

   西 脇 市 長  片 山 象 三 君 

   加 西 市 長  西 村 和 平 君 

   多 可 町 長  戸 田 善 規 君 

   加 東 市 副 市 長  吉 田 秋 広 君 

  会計管理者 
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   加東市会計管理者  松 本 和 久 君 

  消防担当課長 

   西 脇 市 防 災 安 全 課 長  長谷川 竹 彦 君 

   加西市総務部次長兼危機管理課長  森 田 政 則 君 

   加東市防災課長  肥 田 繁 樹 君 

   多可町防災監兼生活安全課長  竹 内 勇 雄 君 

  消防本部 

   消 防 長  上 田 昌 善 君 

   消 防 部 長  森 本 純 生 君 

   警 防 部 長  近 田 俊 久 君 

   企 画 財 政 担 当  山 本 貴 也 君 

   西 脇 消 防 署 長  門 脇 健 寿 君 

   加 東 消 防 署 長  小 林 浩太郎 君 

   多 可 消 防 署 長  服 部 和 明 君 

   企 画 財 政 課 長  石 井   満 君 

   予 防 課 長  岡 田 堅 三 君 

   警 防 課 長  宮 崎 武 志 君 

   救 急 課 長  藤 川 美 博 君 

   加西消防署副署長  三 村 浩 義 君 

 

６ 出席事務局職員（３名） 

   総 務 課 長  友 藤 豊 造 君 

   総務課課長補佐  安 田 英 揮 君 

   総 務 課 主 任  光 明 和 彦 君 
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○議長（長谷川勝己君）  全員おそろいですので、ただいまから第２５回北はりま消防組

合議会定例会を開会したいと思います。 

  それでは、開会に先立ちまして一言御挨拶を申し上げます。 

  朝晩が肌寒くなり、秋も一段と深まってまいりました。本日、ここに第２５回北はりま

消防組合議会定例会が招集されましたところ、議員各位には御健勝にて御参集いただきま

した。 

  本日、招集されました定例会の付議事件は決算の認定及び加東公平委員会の脱退でござ

います。何とぞ、議員各位におかれましては、慎重に御審議の上、適切妥当な結論が得ら

れますようお願いを申し上げまして、まことに簡単措辞ではございますが、挨拶とさせて

いただきます。 

  どうもありがとうございました。 

  それでは、開会に先立ちまして、管理者、安田正義君から御挨拶をいただきます。 

  管理者、安田正義君。 

○管理者（安田正義君）  おはようございます。 

  それでは、第２５回北はりま消防組合議会定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を

申し上げます。 

  議員各位には大変お忙しい中、御参集を賜りましたことを改めて厚く御礼を申し上げま

す。また平素から、この組合の運営につきまして、格別の御理解と、また御支援を賜って

おりますことを心からお礼を申し上げる次第でございます。 

  けさといいますか、未明に台風２１号が発生したということが報じられておりますが、

平成１６年の台風２３号が１０月２０日でございましたので、不思議ではないなというそ

んな思いでおります。 

  先月の９月の台風１８号でございますが、これは鹿児島県に上陸をし、その後高知県、

兵庫県、そして北海道には２度にわたって上陸するということで、この台風は観測史上初

めて九州、四国、そして本州、北海道、この全てに上陸をしたという本当に珍しい台風で

ございました。幸いにして、この地域では大きな被害はなかったというふうにとらえてお

りますけれども、しかし決してそうではなくて、やはり現実には被害が発生してございま

す。加西市におきましては、土砂崩れによって家屋が損壊をしたと。また、私ども加東市

におきましても、堤防ののり面が崩れたと、こんなことがございましたし、また多可町の

八千代区では野間川の水位が氾濫危険水位を超過したということで、八千代区全域に避難

勧告が発令されたと、こういうことでございました。 

  やはり、その時々の台風、さまざまな状況を生み出しておるなというふうに改めて思っ

たところでございます。我々としましては、今後におきましても地域住民の皆様の安全と

安心を確保できるように、また信頼と期待に応えられるように全力をもって取り組んでま

いりたいとこのように思うところでございます。 
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  さて本日、私どものほうから御提案を申し上げる案件につきましては、平成２８年度北

はりま消防組合一般会計決算の認定の件、そして加東公平委員会からの脱退の件の２件で

ございます。御審議をいただきまして、適切なる御決定を賜りますようにお願いを申し上

げ、開会に当たっての御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

午前１０時００分 開会 

開 会 宣 言 

○議長（長谷川勝己君）  管理者の挨拶が終わりました。 

  ただいまの議員の出席数は７名です。定足数に達しておりますので、会議は成立いたし

ました。 

  ただいまから、第２５回北はりま消防組合議会定例会を開会いたします。 

  これより、本日の会議を開きます。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（長谷川勝己君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員

は、会議規則第６０条の規定により議長から指名いたします。 

  ２番、原田久夫君、４番、清水俊博君の両名を指名いたします。 

日程第２ 会期の決定 

○議長（長谷川勝己君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は本日１日にしたいと思いますが、これに異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（長谷川勝己君）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日と決定いた

しました。 

日程第３ 認定第１号 平成２８年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件 

○議長（長谷川勝己君）  次に、日程第３、認定第１号 平成２８年度北はりま消防組合

一般会計決算の認定の件を議題といたします。 

  趣旨説明を求めます。 

  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  認定第１号 平成２８年度北はりま消防組合一般会計決

算の認定につきまして説明申し上げます。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見を付して提案させていただ

きます。また、決算附属資料といたしまして、１０ページから歳入歳出決算事項目別明細

書、２６ページには実質収支に関する調書、２７ページには財産に関する調書及び、別紙

として主要施策の成果に関する報告書を合わせて提出させていただいております。 

  平成２８年度は、消防広域化の６年目となり、事業執行におきましては、消防施設整備

に重点を置き、緊急性や重要性を勘案して事業選択いたしました。 
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  まず最初に、別紙の主要施策の成果に関する報告書の５ページをお開きください。 

  執務環境整備事業として、署所配備計画に基づき、現在も建設を進めております本部併

設西脇消防署の増・改築工事並びに加東消防署の新築工事に係る庁舎の基本・実施設計及

び建設工事に着手いたしました。 

  また、西脇消防署西脇北出張所建設事業では、西脇市寺内に新庁舎を建設し、平成２９

年４月から、消防出張所として業務を開始しております。 

  同じく５ページの車両更新整備事業では、消防車両の計画的な更新整備を図り、連絡車

１台、水槽付消防ポンプ自動車２台、高規格救急自動車１台の合計４台を整備し、消防車

両の充実強化を図りました。 

  ２ページにお戻りください。 

  職員研修では、職員の意識改革や個々の能力向上のため、消防大学校を初め、県消防学

校、神戸市消防学校、播磨内陸広域行政協議会等の研修に職員を派遣しました。 

  また、４ページの救急業務の充実・高度化では、救急救命士を１名養成するとともに、

救急救命士の有資格者の病院実習として、関係市町の医療機関に職員を派遣いたしました。 

  それでは、平成２８年度北はりま消防組合一般会計歳入歳出決算につきまして、説明い

たします。 

  歳入歳出決算書の１ページをお開きください。 

  歳入歳出予算現額５４億６９５万円、歳入決算額３１億５，０９３万５，０３８円、歳

出決算額３１億２，３２５万６，６１４円、歳入歳出差引残額２，７６７万８，４２４円、

残高のうち、基金繰入額は９００万円、次年度繰越額は１，８６７万８，４２４円です。 

  詳細につきましては、事項別明細書により、説明申し上げます。 

  決算書の１０ページをお開きください。歳入です。 

  第１款分担金及び負担金は、当初予算４９億３，９６８万１，０００円に、１億２，１

９７万８，０００円を追加したことにより、予算現額は５０億６，１６５万９，０００円

となり、調定額５０億５，３７９万７，８２５円、収入済額２８億３９５万６，８２５円、

収入未済額２２億４，９８４万１，０００円となりました。 

  収入未済額ですが、全額が繰越明許費に充当される未収入の特定財源で、西脇消防署整

備事業及び加東消防署整備事業分です。 

  予算に対する収入割合は５５．４０％となりました。 

  消防費市町負担金は、消防事務に要する経費として、組合規約の規定による均等割２割、

人口割８割の負担のほか、新庁舎建設に伴う経費や、県からの移譲事務経費等を関係市町

から負担していただきました。 

  なお、関係市町の負担金額は、備考欄及び別紙、平成２８年度消防費市町負担金決算内

訳のとおりでございます。 

  第２款使用料及び手数料は、当初予算２４０万２，０００円に対し、調定額、収入済額
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とも２８９万６，５５０円、予算に対する収入割合は、１２０．５９％ となりました。 

  これは、危険物許可申請等の手数料と諸証明手数料で、手数料条例により収入いたしま

した。 

  第５款財産収入は、当初予算１８万５，０００円に、１１６万８，０００円を追加し、

予算現額は１３５万３，０００円となり、調定額、収入済額とも１３３万２，９９１円を

収入いたしました。予算に対する収入割合は、９８．５２％ となりました。 

  財産収入の第１項財産運用収入は、１８万５，０００円の予算現額に対し、調定額、収

入済額とも１６万３，９９２円となりました。財政調整基金利子と消防施設整備基金利子

です。 

  第２項財産売払収入は、インターネットオークションによる消防ポンプ自動車の売払収

入として１１６万８，０００円を追加し、調定額、収入済額とも１１６万８，９９９円と

なりました。 

  第７款繰入金は、固定資産台帳整備、無線基地局落雷復旧工事負担分、平成２８年人事

院勧告分の人件費の追加額を、市町負担金の追加を求めず、財政調整基金の繰入金で確保

するため、補正を行いました。 

  予算現額２，４８２万９，０００円で、調定額、収入済額とも２，４８２万９，０００

円、予算に対する収入割合は、１００％ となりました。 

  第８款繰越金は、１００万円の当初予算に３８７万８，０００円を追加し、２７年度か

らの繰越明許の２つの事業分の特定財源１億２，３００万円を合わせて、予算現額１億２，

７８７万８，０００円となり、調定額、収入済額ともに１億２，７８７万８，２５４円を

収入し、予算に対する収入割合は、１００％ となりました。 

  １２ページになります。 

  第９款諸収入は、当初予算５９４万８，０００円に２，５０８万１，０００円を追加し、

予算現額３，１０２万９，０００円となり、調定額、収入済額とも３，２２４万１，４１

８円、予算に対する収入割合は１０３．９１％ となりました。 

  諸収入の第１項組合預金利子は、１，０００円の予算現額に対し、調定額、収入済額と

も２５円となりました。これは、指定金融機関担保金の利子分です。 

  第２項受託事業収入は、当初予算１３６万２，０００円に対し、調定額、収入済額とも

１３６万２，１７３円となりました。 

  これは、多可町の高坂トンネル、播州トンネル、清水坂トンネル内に設置されておりま

す、非常警報装置の受信装置が、当組合の指令センターに設置され、管理していることに

より収入いたしました。 

  第３項雑入は、当初予算４５８万５，０００円に２，５０８万１，０００円を追加し、

２，９９６万６，０００円の予算現額となり、調定額、収入済額とも３，０８７万９，２

２０円となりました。 
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  収入の主なものは、消防学校入校個人負担金、建物総合損害共済金、電気代等です。 

  １４ページになります。 

  第１０款組合債は、当初予算１億６，２６０万円から４８０万円を減額し、予算現額は

１億５，７８０万円となり、調定額、収入済額ともに１億５，７８０万円を収入いたしま

した。 

  次に、１６ページをごらんください。歳出です。 

  第１款議会費は、議員報酬、議会の運営に関する経費で、当初予算３７万４，０００円

に、２万６，０００円を追加し、予算現額は４０万円となりました。 

  支出済額は３１万７２円となり、不用額が８万９，９２８円、執行率は７７．５２％ 

となりました。 

  組合臨時議会開催のための施設使用料等を追加いたしましたが、組合議会の議会時間が

予測より少なかったことから、委託料の会議録等作成委託料、会議録製本印刷委託料の３

万９，１６２円、使用料及び賃借料の施設使用料３万６００円など、８万９，９２８円が

不用額となりました。 

  第２款総務費は、監査委員等報酬、人事給与や財務会計システム等の経費、消防施設整

備基金の積立金等で、当初予算２，６９５万３，０００円に９５万６，０００円を追加し、

予算現額は、２，７９０万９，０００円となりました。 

  支出済額は、２，７３７万６，１５０円となり、不用額が５３万２，８５０円、執行率

は９８．０９％ となりました。 

  補正の内容は、１２節役務費で、インターネットオークションの事務手数料３万８，０

００円を追加、１３節委託料で、例規集更新業務委託料３６万５，０００円及び固定資産

台帳整備支援業務に２５３万８，０００円を追加、同じく、１３節で、電算システム改正

業務委託１９８万５，０００円を減額し、差し引き９５万６，０００円を増額補正いたし

ております。 

  次に、１８ページの第３款消防費です。 

  当初予算４７億８，７３９万１，０００円に、１億７，２５７万９，０００円を追加し、

２７年度からの繰越明許費１億２，３００万円を合わせまして、予算現額５０億８，２９

７万円に対し、支出済額は２８億３９２万５，７５２円となりました。 

  また、２２億６，０３４万１，０００円を、平成２９年度に繰越明許費として繰り越し

たことから、不用額は１，８７０万３，２４８円となりました。 

  第１目常備消防費は、当初予算１９億８，２８０万円に３，６１４万９，０００円を追

加し、予算現額２０億１，８９４万９，０００円に対し、支出済額は２０億８１７万８，

０９４円となり、不用額は１，０７７万９０６円となりました。 

  常備消防費は、消防本部及び消防署の人件費、管理、運営経費です。 

  主な支出の人件費は、１８億４７１万７，０５３円となり、常備消防費の９１．０％ 
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を占めております。 

  なお、不用額の主なものにつきましては、３節職員手当等は、時間外勤務手当、休日勤

務手当で、時間外勤務手当につきましては、時間外の削減に努めたことや、大きな災害が

なかったこと。休日勤務手当については、想定しておりました休日に勤務する職員が減少

したためです。 

  １１節需用費は、燃料費、光熱水費などで、支払予定見込額と実支払額との差額を生じ

たことによります。 

  １３節委託料は、健康診査委託料で、健康診断やインフルエンザワクチン接種の残額、

また、針刺し事故等による検査がなかったことなどから不用額を生じました。 

  １４節使用料及び賃借料は、コピー使用料やＡＥＤ使用料などの機械使用料の不用額。 

  １５節工事請負費では、落雷事故による被害を受けました無線山上基地局復旧工事の不

用額となっております。 

  ２２ページになります。 

  第２目消防施設費では、消防施設整備や自動車購入費が主なもので、当初予算２８億４

５９万１，０００円に、１億３，６４３万円を追加し、平成２７年度からの繰越額１億２，

３００万円を合わせて、予算現額３０億６，４０２万１，０００円に対し、支出済額は７

億９，５７４万７，６５８円となりました。 

  また、繰越明許費といたしまして、西脇消防署整備事業８億７，４００万円と、加東消

防署整備事業１３億８，６３４万１，０００円の２つの事業、合計２２億６，０３４万１，

０００円を平成２９年度に繰り越したことから、不用額は７９３万２，３４２円となりま

した。 

  １３節委託料ですが、実施設計委託料は、西脇消防署、加東消防署及び西脇北出張所の

基本・実施設計委託料。設計管理委託料は、西脇北出張所の工事監理委託料。調査設計委

託料は、西脇消防署の庁舎耐震改修計画等業務委託料になります。 

  １５節工事請負費は、西脇消防署、加東消防署及び西脇北出張所の建設工事や庁舎建設

に伴う消防指令システム等の移設工事費になります。 

  １７節公有財産購入費は、加東消防署建設に係る土地購入経費です。 

  １８節備品購入費は、水槽付消防ポンプ自動車２台、高規格救急自動車１台、連絡車１

台、計４台の消防自動車購入経費です。 

  １９節負担金、補助及び交付金は、庁舎建設に伴う負担金で、給水分担金は、西脇北出

張所。上水道配管布設実施設計負担金は、加東消防署。下水道事業受益者負担金は、西脇

北出張所の建設に伴う負担金です。 

  ２２節補償、補填及び賠償金は、西脇北出張所建設に係る電気設備の移転補償及び加東

消防署建設に係る土地取得のための、物置や立木等の物件移転補償です。 

  ２３節償還金、利子及び割引料は、平成２７年度から平成２８年度に繰り越しておりま
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した西脇消防署、西脇北出張所建設に伴う設計委託料及び加東消防署の整備に係る土地購

入費の残額を負担いただいた関係市町に返納しております。 

  ２４ページになります。 

  第４款公債費は、当初予算２億９，３０９万８，０００円から１４２万７，０００円を

減額し、予算現額は２億９，１６７万１，０００円となりました。 

  支出済額は２億９，１６４万４，６４０円で、不用額は２万６，３６０円、執行率は９

９．９９％ となりました。 

  これは、消防施設整備に伴う平成２３年度からの借り入れの元金及び利子償還です。 

  第５款予備費は、予算現額４００万円で予備費の充用はございません。 

  次に、２６ページをお開きください。実質収支に関する調書です。 

  歳入総額３１億５，０９３万５，０００円、歳出総額３１億２，３２５万７，０００円、

歳入歳出差引額２，７６７万８，０００円、翌年度へ繰越すべき財源１，０５０万円、実

質収支額１，７１７万８，０００円、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規

定による基金繰入額は、９００万円となります。 

  ２７ページをお開きください。財産に関する調書です。 

  １物品です。 

  平成２８年度中の消防車両の増減です。 

  消防ポンプ自動車１台の減は加東消防署に配置していた消防車両です。水槽付消防ポン

プ自動車の２台の増は、西脇北出張所への配置と多可消防署への配置です。 

  はしご付消防ポンプ自動車１台の増は、地方債の償還完了により、加西市から組合に譲

渡されたことによる増になります。 

  高規格救急自動車の２台の増の内訳は、１台は、地方債の償還完了により、加西市から

組合に譲渡されたことによる増。もう１台の増と救急自動車１台の減は、多可消防署の車

両で、救急自動車から高規格救急自動車への更新によるものです。 

  救助工作車の１台の増及び１台の減は、地方債の償還完了により、加西市から組合に譲

渡されましたが、同年度末で廃車したためです。 

  司令車１台の減は、西脇消防署に配置しておりました車両で、新規に連絡車１台を西脇

消防署に配置しました。 

  平成２８年度末消防車両は前年度と比較して３台増の５５台です。 

  続いて資機材関係です。 

  サイレン吹鳴遠隔制御装置１台を減、患者監視装置１台を減、高度救命処置シミュレー

ター１台を購入、高圧噴霧消火用具を２台減、パワーユニット１台を購入しております。 

  続いて基金になります。 

  財政調整基金は、平成２７年度の決算積立６００万円、利息８万円を積み立てました。 

  また、取り崩しは、固定資産台帳整備支援業務等に１４０万８，０００円、消防施設災
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害復旧工事に４０５万円、平成２８年の人事院勧告による人件費の財源として１，９３７

万１，０００円、合計２，４８２万９，０００円を取り崩しまして、３月末の残高は７９

１万９，０００円です。 

  平成２６年度に、新たに消防施設整備基金を設置しておりますが、この基金の目的は、

消防施設整備や指令センターの更新に備えての目的基金です。 

  施設整備のために、一時的な関係市町の負担金の増額を軽減することを目的としており

ます。 

  消防施設整備基金は、３月に予算積立として２，０００万円を積み立て、利息の８万４，

０００円と合わせまして、３月末の残高は５，０１１万４，０００円です。 

  以上で、平成２８年度北はりま消防組合一般会計決算の認定に係る説明といたします。 

  それと、１２ページの雑入の予算現額ですが、私が２，９６６万６，０００円を２，９

９６万６，０００円と報告いたしました。２，９６６万６，０００円に訂正をお願いいた

します。 

  以上で説明を終わります。 

  御審議を賜り、認定いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（長谷川勝己君）  提案理由の説明が終わりました。 

  ここで監査委員から監査報告を求めます。 

  植田通孝君。 

○６番（植田通孝君）  ただいま、議長から指名がございましたので、監査委員を代表い

たしまして、地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、審査に付されました平成２８

年度北はりま消防組合一般会計歳入歳出決算に関する審査について、御報告申し上げます。 

  去る８月９日、北はりま消防本部第３会議室におきまして、髙橋 優監査委員と私の両

名で審査を実施いたしました。この審査に当たりましては、地方自治法、北はりま消防組

合例規及び関係諸法令の規定に基づき、一つ、計数に誤りはないか。二つ、予算の定める

目的に従って事務事業が最も効果的、経済的、合理的に執行されているか。三つ、収入及

び支出は適正に処理されているか等の点に留意し、加東市会計管理者及び消防長並びに担

当職員により説明を聴取いたしました。その審査、意見につきましては、お手元の決算審

査意見書に記載されているとおりでございます。 

  よって、平成２８年度北はりま消防組合一般会計歳入歳出決算は、地方自治法、北はり

ま消防組合例規及び関係諸法令に基づき作成され、予算の執行は予算に定められた目的に

従って適正に実施されており、決算書に明示されている金額は諸帳簿とよく符合し、計算

も正確で適正に作成されているものと認めるものであります。 

  以上、監査報告とさせていただきます。 

○議長（長谷川勝己君）  監査報告が終わりました。これから質疑を行います。 

  ございませんか。 
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  大畑議員。 

○７番（大畑一千代君）  決算書の財産のところなんですが、財産に関する調書あります

よね。ここには、土地が上がっていないんですけれども、土地はほかの消防署の用地を買

収されているんじゃ。ここに上がっていないのは何か理由があるんですか。会計上、そう

いう形になるんですか。 

○議長（長谷川勝己君）  答弁を求めます。 

  企画財政課長、石井満君。 

○企画財政課長（石井満君）  財産に関する調書でございますが、財務規則の１３３条に

私どもの規則がございます。その中で、車両、その他につきましては車両以外の備品で購

入価格が１００万円以上という定めがございますので、それに基づきまして、こちらのほ

うに記載をさせていただいております。 

○議長（長谷川勝己君）  よろしいですか。 

  大畑議員。 

○７番（大畑一千代君）  確認です。そうしたら、そういうものだけで、建物であったり

不動産ですね、そういったものについてはここに上がってこない、そういうルールになっ

ているということですね。 

○議長（長谷川勝己君）  石井課長。 

○企画財政課長（石井満君）  規則に基づきまして、処理させていただいております。 

○議長（長谷川勝己君）  大畑議員。 

○７番（大畑一千代君）  もう一点。固定資産台帳をつくられておるんですけども、管理

台帳をつくられておられますが、それにも土地とか家屋とかいうのも上がってこない。こ

ういう車両関係であったり、そういうものが上がってくるという認識でよろしいんでしょ

うか。 

○議長（長谷川勝己君）  山本財政担当。 

○企画財政担当（山本貴也君）  今、進めている業務の中では、財産としてするものにつ

きましては、車両、それと備品という形を今、整備を進めている状況です。 

○議長（長谷川勝己君）  大畑議員。 

○７番（大畑一千代君）  二百数十万円として固定資産の台帳をつくられておるんですけ

れども、備品関係だけであれば、土地家屋についても、それを含めたとしても、件数がた

くさんあるわけでもないんじゃないのかなというふうに思うんですけれども、固定資産台

帳を整備するに当たって、それだけの投資が必要であったというふうにお考えでしょうか。 

○議長（長谷川勝己君）  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  この業務内容につきましては、こちらで契約するときに

も精査いたしました。この業務につきましては、北はりま消防組合単独でじゃなくて、加

東市、それとほかの事務組合等の状況の中で、同じ業者と契約する方向で進めました。 
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  当然、議員おっしゃるように消防車両、それから備品等につきまして少ないということ

は重々こちらも把握した上での契約を行い、今後その分につきましては予算の財務諸表の

中の資料として向こうのほうで作成したものを利用していただくという契約ですので、単

独でするよりも統一的な業務の中でするほうが効率的であるという判断から契約をした次

第でございます。 

○議長（長谷川勝己君）  よろしいですか。ほかにございませんか。 

  原田議員。 

○２番（原田久夫君）  決算書の２１ページ。１３節の委託料の中の通信指令施設補修業

務委託料の関係について、ちょっと御説明をいただきたいと思います。 

○議長（長谷川勝己君）  山本財政担当。 

○企画財政担当（山本貴也君）  財政の立場からまずは説明をさせていただきます。 

  これにつきましては、３階に整備をしております消防通信施設の維持補修という形の年

間契約になります。これにつきましては、年間契約をすることによりまして、昨年度落雷

事故がありましたが、そのようなときにでも即対応ができるというようなこともしていた

だきましたので、年間保守というような形になります。さらに、この中には国へ報告する

様式等のことにつきましても、この中で更新を行い、国への報告等ができるような施設と

なっており、その分で契約をしております。 

○議長（長谷川勝己君）  原田議員。 

○２番（原田久夫君）  これはことしからの契約。昨年はなかったと思うんですが、それ

の件で、この通信指令施設補修業務委託料というのは、いわゆる長期契約の中の単年契約

なのか、その年、単年ごとの契約委託料とするのか、その点についてお聞きします。 

○議長（長谷川勝己君）  山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  ２６年のときに通信施設を入れましたので、２７年度ま

ではその分で、契約条件の中で何かあった場合は対応してもらうということで、２８年度

から新たにお金を出して契約したという形になります。 

  この契約につきましては、現在のところ、今後５年とかそういうような長期契約にする

んではなしに、今のところは短期で契約をしております。今後、その金額がもう少し下げ

てもらうことが可能であるということを前提に、単年度の契約で今後は交渉していきたい

と考えております。 

○議長（長谷川勝己君）  原田議員。 

○２番（原田久夫君）  最後になります。これは、納入業者１社との随意契約だと思うん

ですが、やはり、２，８００万。今後、毎年交渉に当たって、いろいろ問題が出てくると

思うんですが、業務の内容を精査しながら、高額にならないように十分注意をして契約し

ていただきたいと思います。 

  以上です。 
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○議長（長谷川勝己君）  ほかにございませんか。 

  村井議員。 

○１番（村井正信君）  １点お願いします。 

  １９ページに繰越明許がございます。また、この主要施策に関する報告書でも、この６

ページに明許費が記入されておりますが、これの繰越明許の主な理由について１点お伺い

します。 

○議長（長谷川勝己君）  山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  この分につきましては、本来なら２８年度中に契約を行

い、２８年度中に工事を完成するのが本来の趣旨だと思うんですけれども、西脇署につき

ましては、工事契約が２８年度中になったことから、やはり２８年度中には完成しないと

いうことから、財政法でできる繰越明許といたしました。 

  同じく加東消防署につきましても、事業自体が造成工事から入りましたので、造成工事

のみが２８年度中に完了し、工事につきましては、これも財政法の中の繰越明許の手法を

とって、２９年度に事業を実施して、２９年度中に２つとも工事を完了する予定で進めて

おります。 

○議長（長谷川勝己君）  ほかに。 

  これで質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  これで討論を終わります。 

  これから認定第１号 平成２８年度北はりま消防組合一般会計決算の認定の件を採決い

たします。 

  本案について、承認することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（長谷川勝己君）  起立全員。 

  よって、本案は承認することに決定をいたしました。 

日程第４ 第５号議案 加東公平委員会からの脱退の件 

○議長（長谷川勝己君）  次に日程第４、第５号議案 加東公平委員会からの脱退の件を

議題といたします。 

  趣旨説明を求めます。 

  消防部長、森本純生君。 

○消防部長（森本純生君）  第５号議案 加東公平委員会からの脱退の件につきまして、

提案理由とその内容につきまして御説明申し上げます。 

  現在、北はりま消防組合は加東市及び加東市に事務所のある一部事務組合と加東公平委

員会を共同設置しております。平成３０年４月１日から消防本部を西脇市内に移転し、新

たに北はりま消防組合公平委員会を設置することに伴い、加東公平委員会から脱退するた
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め、地方自治法第２５２条の７第３項において準用する同法第２５２条の２の２第３項の

規定により議会の議決を求めるものでございます。 

  なお、加東市につきましては、９月の議会で議決をいただいており、他の一部事務組合

は１０、１１月に開催されます各議会において議決をいただく予定であります。以上で、

第５号議案加東公平委員会からの脱退につきましての提案理由とその内容の説明とさせて

いただきます。よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（長谷川勝己君）  提案理由の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  これで討論を終わります。 

  これから、第５号議案 加東公平委員会からの脱退の件を採決いたします。 

  本案について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（長谷川勝己君）  起立全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  以上で、今期、定例会に付議された案件は議了いたしました。 

  これをもって、第２５回北はりま消防組合議会定例会を閉会といたします。 

午前１０時４５分 閉会 

挨  拶 

○議長（長谷川勝己君）  閉会に当たりまして、一言お礼を申し上げます。 

  今期定例会に付議された案件について、議員各位の慎重な御審議により、滞りなく議了

できましたことを厚くお礼を申し上げます。 

  管理者以下執行者におかれましては、一層の御精進と御尽力を賜りますことを願うもの

でございます。 

  議員各位におかれましても、体調管理には十分御留意され、ますます御健勝にて議会活

動に御精進あらんことを期待いたしまして閉会の挨拶といたします。 

  どうもありがとうございました。 

  管理者、挨拶をお願いいたします。 

  管理者、安田正義君。 

○管理者（安田正義君）  それでは、第２５回北はりま消防組合議会定例会の閉会に当た

りまして一言お礼を申し上げたいと思います。 

  ただいまお諮りをいたしました２つの件につきまして、それぞれ慎重に御審議いただき、

認定、そしてまた原案のとおり御決定をいただきました。心からお礼を申し上げます。 

  開会の挨拶でも申し上げましたが、地域住民の皆さんの安全、安心を確保する、安全で
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安心して暮らせるまちづくりに向けて、事務事業の推進になお一層取り組んでまいりたい

と、このように思っているところでございます。議員各位のさらなる御支援、御協力を何

とぞよろしくお願い申し上げます。 

  いよいよこの秋の深まりとともに、寒さも加わってくる時期になってまいります。一部

ではここ数日、ずっと雨が続いておりまして、秋の穫り入れが少しおくれぎみという、そ

んなこともあるようでございますが、そこへ持ってきて、また台風２１号、これの進路も

非常に気になるところでございます。我々として、先ほど申し上げましたように、そうい

ったところにもまた万全を期してまいりたいと、このように思うところでございます。 

  議員各位の御健勝にてのさらなる御活躍を心からお祈り申し上げ、閉会に当たっての御

挨拶とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（長谷川勝己君）  管理者の挨拶が終わりました。 

  これをもって散会いたします。 

  本日は、どうも御苦労さまでございました。 
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